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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は、民族至上主義の台頭や民俗学的研究の隆盛など、ドイツの精神文化からの
影響を受けた日本における〈民族精神〉による〈国民文化〉の創成の諸相を考察することであった。具体的には、学問
としての民俗学の隆盛を促した柳田國男におけるハイネ受容の意義を考察するとともに、ドイツの民間伝承に造詣の深
かった森鴎外の文学作品の研究を通して、近代日本の自己探究による〈民族文化〉の文学的表現について考究した。

研究成果の概要（英文）： This study examined the influence of the German notion “Volksgeist” (national 
character), the rise of ideas of racial supremacy, and the flourishing of folklore research in Germany on 
the formation of notions of “kokumin bunka” (national culture) through “minzoku seishin” (racial 
spirit) in Japan.　Specifically, while exploring the significance of the reception of Heinrich Heine by 
Yanagita Kunio, who promoted the study of folklore as an academic science, it examined literary 
expressions about “minzoku bunka”（ethnic culture）employed by modern Japan in its search for self 
through an analysis of the literary works of Mori Ogai, who had a profound knowledge of German folklore.
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１．研究開始当初の背景 
 
（1） 本研究者は、従来の研究課題として「明
治末期から大正期にかけての日本文学にお
けるドイツ思想・文化受容の意義」、「明治文
学の〈批評〉概念成立におけるドイツ美学受
容の意義」、「近代日本の〈民族精神〉による
〈国民文化〉の系譜——ドイツとの比較を視
座として」という一連のテーマのもと、ドイ
ツ思想・文化受容の観点から日本近代文学研
究に臨んできた。 
 〈近代〉という時代状況とその思想的要因
について、ドイツと日本が多くの共通点や対
照性を示していることから、本研究課題につ
いても、ドイツとの影響関係や比較研究によ
って、近代日本の〈民族精神〉論を相対化す
ることがその趣旨であった。 
 
 
（2）従来の研究課題において、ドイツと日
本における民俗学的研究が第一次世界大戦
後に隆盛をきわめる状況や背景について論
じることをめざした本研究者は、〈大日本帝
国〉の安定期に生成した日本民俗学が、近代
文明の弊害に対する危機感によって、〈民間
伝承〉を担う〈常民〉としてのアイデンティ
ティの再確認を趣旨として展開されている
ことを指摘した。 
 本研究課題では、国民国家統合から帝国主
義的膨張を遂げ、〈近代の超克〉を提唱し全
体主義を構築していった日本とドイツそれ
ぞれの〈民族精神〉の追究を比較する際、〈民
間伝承〉〈郷土研究〉という文学テクストの
著者としての柳田國男と、「民衆の詩人」ハ
インリヒ・ハイネの共通性と対照性に想到し
た。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 〈国民的自覚〉の高揚する第一次世界大戦
後のドイツと日本において、〈民族〉のアイ
デンティティを問う思潮と〈民俗学〉の動向
とが連関性を有することの具体例として、柳
田國男のハイネ受容の意義を考究すること
が、本研究課題の当初の目的であった。〈民
間伝承〉を通して〈郷土研究〉の方法を開拓
し、〈民族文化〉の歴史的由来を明らかにす
るという柳田民俗学の軌跡について、ハイネ
受容の意義を考察する過程で、ドイツの民間
伝承に造詣の深かった森鴎外の文学作品の
分析を通して、近代日本の自己探究による
〈民族文化〉の文学的表現について考究する
ことが、実質的な研究課題となった。 
 
 
 
３．研究の方法 
 

（1）柳田國男の「幽冥談」（「新古文林」明
治 38 年 9 月）とハインリヒ・ハイネの『諸
神流竄記』（『流刑の神々』Götter im Exil 
1853）の比較研究によって、柳田民俗学のハ
イネ受容が、近代日本における民俗学の確立
を促した要因について考察する。 
 
（2）ドイツ留学体験を通して民族固有の「国
民文学」の重要性を説いた森鷗外のドイツ三
部作『舞姫』（明治 23 年 1月）・『うたかたの
記』（明治 23 年 8 月）・『文づかひ』（明治 24
年 1月）を主な題材とし、そのテクスト分析
によって、文学作品における近代日本の〈自
己像〉獲得のプロセスを考察する。 
 
（3）森鴎外『妄想』（明治 44 年 3月・4月）、
高山樗牛「姉崎嘲風に與ふる書」（明治 34 年
6 月）、姉崎正治（嘲風）「戦勝と国民的自覚
と日本文明の将来」（明治 38 年 5月）などの
小説・評論を主な考察対象として、国民国家
確立期の日本における〈民族精神〉が〈国民
文学〉を希求する実相について論究する。 
 
 
 
４．研究成果 
 
（1）〈国民的自覚〉高揚期から〈近代の超克〉
にいたるドイツと日本の〈民族主義〉と〈民
俗学的研究〉の対応関係について明らかにし
た。 
 具体的には、ドイツの〈民族主義〉に抗し
たハイネの受容をとおしての近代日本にお
ける〈民族〉の登場、とくに柳田國男の談話
「幽冥談」（「新古文林」明治 38 年 9 月）に
うかがえるハインリヒ・ハイネの『諸神流竄
記』（『流刑の神々』Götter im Exil 1853）
受容をとおしての〈民族〉認識について論究
した。 
 『流刑の神々』と「幽冥談」の間に設定の
ズレがあっても、柳田はハイネの主張内容を
把握しており、〈民間伝承〉の研究が、自国
の国民性の特質を研究することになるとい
う発想を柳田がハイネから得ていることな
どを明らかにした。 
 すなわち、民俗学の文学的テクストの考察
をとおして、近代日本の自己探究による〈民
族文化〉創成のプロセスを明らかにするため
に、〈民間伝承〉を巧みに作品化した「民衆
の詩人」ハイネの文学から柳田民俗学への影
響について検討し、柳田民俗学における〈民
族〉と〈民俗〉の関係性の構築ないしは仮構
の実態を浮き彫りにした。 
 
 
（2）近代日本において〈民族文化〉の重要
性を認識した作家・森鴎外が、実際のドイツ
留学を通して交渉をもった 19 世紀ドイツの
社会と文化について、「ヴィルヘルム一世と
ビスマルク体制」、「『小パリ』ライプチヒ―



―『ファウスト』とパノラマ館」「『エルベの
フィレンツェ』ドレスデン――王宮体験と軍
事演習」「『芸術の都』ミュンヘン――ルート
ヴィヒ二世と原田直次郎」「『欧羅巴の新大
都』ベルリン――日本人社会における葛藤」
の項目を立てて論じた。また「日本の〈エー
トス〉を求めて――鴎外のドイツ体験による
精神の閲歴」については、「祖国愛から〈ま
ことの我〉へ」「『妄想』に描かれた精神の閲
歴」の節を設けて、鴎外の文学活動における
ドイツ留学体験の意義を明らかにした。 
 すなわち、ドイツ留学を閲した鴎外文学が、
〈日本人の内面性〉〈日本のエートス〉の考
察と個人の人生意義追究とが結びついた精
神の閲歴の所産であること、鴎外文学が鴎外
自らの〈学問的真理の要求に内面的に対決す
る精神〉によって支えられていたように、そ
の現代的意義もまた、異文化との接触を通し
て生まれる他者理解と自己認識の錬磨――
〈真理の要求に内面的に対決する精神〉の重
要性を説くその思想に汲み取ることができ
ることを指摘した。 
 
 
（3）民俗学的モチーフを題材とすることに
卓越し、ドイツ語と日本語で執筆・発表して
いる現代作家、多和田葉子による「エクソフ
ォニー」の定義を参照し、森鴎外の『舞姫』
について、創作の原動力や構想力となる作家
自身の実人生における言語体験と〈書く〉こ
とへの意識化、およびその相関性を明らかに
した。 
 「エクソフォニー」とは、「母語の外に出
た状態一般」を指し、作家が〈異郷〉の言語
を自家薬籠中のものとすることによって、自
己相対化のもとにアイデンティティを形成
する過程を表現し、その営為は、言葉の可能
性を追究し新しい価値を創造するための、作
家による創作上の挑戦の謂いであると理解
される。 
 本研究では、鴎外が「エクソフォニー」に
身を置く体験を通して展開した営為そのも
の、すなわち、「母語の外」であるドイツ体
験を通して自己像を獲得し、その自己像を相
対化することで作品化している側面に注目
し、〈異郷〉と〈故郷〉のせめぎ合う〈翻訳〉
の場としての作品を考察した。さらに、『舞
姫』は、手記を綴ることで自己像を獲得した
太田豊太郎を主人公とする小説作品であり、
〈ドイツ〉と〈日本〉という〈異郷〉と〈故
郷〉の可逆的な内外空間を往来する際の、主
人公、ひいては作者＝鴎外の葛藤そのもの、
緊張関係そのものの産物として、〈エクソフ
ォニー小説〉と命名することができることを
指摘した。 
 
 
（4）ハインリヒ・ハイネのローレライ伝説
を素材とする『うたかたの記』をはじめとす
る森鴎外のドイツ三部作が、それぞれ独立し

た固有の作品でありながら、三部作を総体と
して考察する視点の有効性を提示した。 
 近代日本国家のエリートである三部作の
主人公たち（『舞姫』太田豊太郎、『うたかた
の記』巨勢、『文づかひ』小林士官）にとっ
ての異郷ドイツにおける〈非日常的空間〉が、
〈水〉のイマージュによって表現されており、
その主題と方法を表象する〈絵画性〉は、〈枠
小説〉というキャンバスに描き出された〈水〉
の形象とイマージュに由来することを指摘
した。 
 また、ドイツ三部作は「絵画小説」として
の条件を具えているのみならず、その「絵画
小説」における主題・方法・構造によって、
鴎外の〈自画像〉が浮き彫りにされているこ
とを考察した。 
 すなわち、〈物語〉のトポスとクロノスの
設定と連動する、「枠になる物語」と「枠づ
けられる物語」による枠構成、「物語り状況」
の設定、さらに〈水〉のイマージュの醸成と
いう意匠によって、鴎外ドイツ三部作のイコ
ノロジー（図像解釈学）は、日本人男性主人
公の自己像獲得の〈挫折〉の〈物語〉による、
作家自身の〈自画像〉創出の〈物語〉を浮き
彫りにしていることを明らかにした。 
 
 
（5）森鴎外におけるドイツ体験とドイツ思
想受容の意義を再確認するとともに、樗牛と
嘲風における〈民族精神〉論を考察し、鴎外
の〈民族精神〉の文学化の営為との比較考察
をおこなった。 
 さらに、柳田國男の『民間伝承論』などを
媒介とすることで、近代日本の〈民族精神〉
による〈国民文化〉のダイナミズムと連動す
る、鴎外・樗牛・嘲風における〈歴史〉に対
する〈神話〉の意義、〈伝説〉の小説化の軌
跡についても論究した。 
 日清戦争後から大正期にかけての日本に
おけるドイツ思想・文化論が、当時の知識人
の意識や国情の実態を根源的に反映してい
ることを論じる過程で、樗牛と嘲風の論説に
おける〈民族〉の発現を、〈国家〉〈民族〉と
いう単位での個人の自覚による〈文明〉の隆
盛の提唱としてとらえ、樗牛と嘲風の論説を
媒介とすることで、鴎外における〈民族精神〉
の文学化の意義を考究した。 
 すなわち、〈民族精神〉の追究と〈国民文
化〉についての認識の深化が、鴎外文学にお
ける〈神話〉と〈歴史〉の分離、〈伝説〉の
文学化となって展開されていることを明ら
かにした。 
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